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沖縄島と奄美大島に棲息するジャワマングース（HBzpasrGs
ノαvα"jc"s）の頭骨計量計測に基づいた種の統計学的検証

永山泰彦，小倉剛，川島由次

琉球大学農学部生産環境学科亜熱帯動物学講座

摘 要

沖縄島と奄美大島に移入されたマングースは，1990年代以降ジャワマングース（雄ZpasrGs./､)mlj-

czJs）として扱われている（阿部，1991,1993ｂ；小倉ほか，1998)．本論文ではこれまでの同定結

果について，頭骨の計量形質による統計学的検証を行なうために両島喚で捕獲された個体の頭骨を

計測し，基本統計量を求め，主成分分析とクラスター分析を実施した．各測定値の平均値は，沖縄

島産Ｈｂ”w､允妬が奄美大島産HjzzwJ"jcwIFよりも全体的にやや大きい傾向にあった．また，両

島産のＨノtzwJ"jc妬はほとんどの形質で，雄が大きく，明らかな性的二型を示した．主成分分析

ならびにクラスター分析では，沖縄島産と奄美大島産は雌雄ともに極めて類似した頭骨形態である

結果を得，同種であると同時に，ＨＢノawJmmsであると考えられた．今回得られた結論は，これま

での外部形態および頭骨形態などによる見解（阿部，1991,1993ｂ；小倉ほか，1998；関口ほか，

2001）を強く追認するものである．

はじめに

マングースは食肉目マングース科に属し，１７属37種に分けられている（CorbetandHUl，1986)．

この中でＨＣ願盗“属は最大の属で，アフリカから西アジア，中央アジア，東南アジアに自然分布

する（Pocock，1937,1941)．沖縄島には1910年に英領印度カルカッタより渡瀬圧三郎によってマ

ングースが移入され（著者不明，1910a,ｂ；岸田，1931)，現在ではほぼ全島にマングースが棲息

している（藤枝，１９８０；阿部，印刷中)．

沖縄島のマングースは,移入時にはＨﾋﾞﾉﾇﾌaF“mimgoまたはgriF2妬として扱われていた(渡瀬，

1911)．当時のこれらの学名は肝後の雄J】ＤＢＳ“edwambijにあたり（Pocock，1941；Ellermanand

Morrison-Scott，1966)，渡瀬は，移入したマングースをHedWarZXFiiと認識していたと思われる．

その後,様々な研究者が,沖縄島のマングースをMDmgosm"JTgo（Okada,1938;Takeshima,1954)，

Ｈ・ｅｄＭｍＺＦ〃（藤枝，1980)，Ｈ､、脚"gｏ（Kuroda，1993）として扱い，近年まで沖縄島のマングー

スは主にPocock（1941）およびEIlermanandMorrison-Scott（1966）のいうHBedwα"たがとし

て扱われてきた．

最初に沖縄島のマングースがＨ､ｅｍ１ｍ"ｊではないことを指摘したのは阿部（1991）である．

阿部（1991）は，外部形態より，奄美大島のマングースはＨノ､′α"た”であるとし，沖縄島に導
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表１．頭蓋骨および下顎骨の計測部位
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図1．頭蓋骨および下顎骨の計測部位.ａ:頭蓋骨（背面）の計測部位，ｂ:外頭蓋底の計測部位，
c:頭蓋骨（左側面）の計測部位，。:頭蓋骨（後頭骨外面）の計測部位，ｅ:下顎骨（側面）の計
測部位，ｆ:下顎骨（背面）の計測部位．
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入されたとするHmwmzZsjjとは異なることを示唆した．また，阿部（1991）は，宮城（1984）

による沖縄島のマングースの外部計測値と奄美大島のマングースの外部計測値が等しいことから，

両島のマングースは同種ではないかと述べ，その後，沖縄島産の雌雄各９例の外部形態と頭骨計測

値（阿部，l993a,ｂ）からＨｈねwmic"sである可能性を示唆している．さらに小倉ほか（1998）

は，外部形態より沖縄島のマングースはＨ〃''｡"ｉｃ"sであると結論し，関口ほか（2001）も

mtDNAの比較による遺伝的な分析によってこれらの見解を支持している．

今回，著者らは，上記の検討により得られた種の同定結果，すなわち，沖縄島産のマングースは

陸'p露/ｅＦｊａｖａ"icUJsであるという見解について，沖縄開発庁により駆除された個体を用いて頭骨

の計量形質に基づいた統計学的検証を試みた．

また，移入の目的や経緯は明らかではないが，奄美大島にも1979年頃に沖縄島から持ち込まれた

可能性が高いとされる（阿部，1991）マングースが棲息しており，名瀬市を中心に棲息域を拡大し

ている（阿部，1994)．奄美大島のマングースについては，外部形態（阿部，1991）および頭骨形

態（阿部，l993b）の検討によりＨ/【MmjczJsとされているが，環境庁が実施している「島喚地域

における移入種駆除・制御モデル事業（マングース)」により捕獲された個体を用いて，沖縄島の

マングースと同様に検討を行った．

材料と方法

検討には，1993年９月から1998年12月の間に沖縄開発庁北部ダム事務所および著者らが，沖縄島

中北部の大宜味村，東村，名護市，沖縄市，北中城村，中城村および西原町で捕獲した雄183頭と

雌54頭，および'997年２月から1998年８月の間に(財)自然環境研究センターが奄美大島の名瀬市，

大和村，住用村で捕獲した雄125頭と雌98頭のジャワマングース（以下マングース）を用いた．こ

れらの個体は，全ての乳歯が脱落し，永久歯が萌出中か永久歯列が完成した個体である．

捕獲後，マングースは，主としてクロロホルムあるいはジエチルエーテルの過量吸入，もしくは

ペントパルビタールナトリウム溶液の腹腔内投与により安楽死させ，外部形態を計測した後，煮沸

処理と食品用タンパク質分解酵素のタシナーゼN-ll-lOO（濃度約8.3×10-2％，温度50±1°Ｃ，協

和発酵工業株式会社）による処理を併用して，頭骨標本を作製した．なお，一部の個体は７～10％

ホルマリン溶液に保存した後，煮沸とタシナーゼ処理を行った．

頭骨の計測部位を表１および図ｌに示した．計測部位は，Driesch（1976）および阿部（l993a）

の報告を参考に設定した．計測は，左右２ケ所に計測部位がある場合には左側を，破損や異常が認

められた場合には右側をデジタル式ノギス（0.01ｍｍ［|盛り，Mitutoyo）を用いて行った．これ

らの計測結果をもとに，基本統計量を求めた後，主成分分析とクラスター分析を行った．

主成分分析は，沖縄島産および奄美大島産のマングースについて，雌雄を分けて分析し，雌雄の

後述する８形質の固有ベクトルに著しい違いが認められないことを確認した後，沖縄島産と奄美大

島産のマングースおよびPocock（1937）が記載したＬＬノロwmims22頭（雄14頭，雌８頭)，Ｈ・

smirhjjl4頭（雄９頭，雌５頭)，Ｈ／iｲscHs8頭（雄６頭，雌２頭)，ＨＢｅＺ'耽れがｉ69頭（雄40頭，

雌29頭）の４種について，雌雄をまとめて分析した．分析に用いた部位は，上顎のCBL,ＺＷ,１０，

ＣＷ,P4L,ＰＯと下顎のＭＬ,ＭｌＬの８形質である．奄美大島産の雌のｌ個体は，はずれ値を示し

た為，棄却検定により分析から除外した．クラスター分析は，沖縄島産の雄183頭および奄美大島

産の雄125頭とPocock（1937,1941）が記載した４種のＨＣ'】Ｄ“raF属（Ｈｍｙａ"、4s28頭，H

smjrAij15頭，Ｈ〃scz（３６頭およびＨｅ[ﾉｗｑ雄''65頭）の個体の成獣雄について主成分分析と同
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じ形質を用いて群平均法により分析した．さらに，頭骨の８形質に外部形態計測値（頭胴長，尾長

および後足長）を加えた分析も行った．雌は，Pocock（1937,1941）が記載した頭数が少なかった

ため分析を行わなかった．

結果

Ｌ基本統計量

計測部位の基本統計量を表２および表３に示した．沖縄島産と奄美大島産のマングースを比較す

ると，雄では１３形質で沖縄島産が有意に大きく，雌では奄美大島産のＰＷのみが沖縄島産よりも

有意に大きかった．また，統計学的な有意差は認められなかったが，平均値は，沖縄島産が奄美大

島産よりも全体的にやや大きい傾向にあった．雌雄の比較では両島産とも38形質で，有意に雄が大

きく，明らかな性的二型を示した．

雌 雄ＣＢＬ ＣＢＬ

鐘 鍵鶴鐘ＭＬ ＭＬP4L P4L

ＩＯＩＯ

図２．沖縄島産ＨｍｗＪ"icUJ5の主成分分析で得られた第１主成分（雌：、＝52,雄：、＝179)．
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図3．奄美大島産丘/ｃＭｍｉｍｓの主成分分析で得られた第１主成分（雌：、＝92,雄：、＝121)．
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表2．沖縄島で捕獲したマングースの頭蓋骨および下顎骨の各計測部位の基本統計量
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64.40

60.53

1207

48.29

48.53

20.78

33.33

23.52

19-15

６．４２

４．９３

１４．９５

８．７５

２４．５９

１５．３３

９．５８

6.33

23.49

32.96

21.86

11.50

20.８０

１１．４７

１１．３５

１３．６５

１７．４６

１７．３８

２４.８８

１０４１

１０．３３

４２０４

３９．７１

３７．２８

３５.８９

２１．６７

６．６１

１７．４６

７．４５

４４．０６

３６．８７

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
Ｅ
Ｂ
ｕ
咀
焔
灯
旧
⑲
刈
皿
醜
泌
型
溺
妬
町
鍋
羽
釦
剖
犯
兜
弘
弱
鍋
訂
犯
羽
扣
仙

1．８５

１．８５

２．１２

０．７８

１．６１

１．３８

１．４４

１．４１

０．７９

０．６８

０．５９

０．１９

０．４８

０．４２

０．７８

０．５０

０．３９

０．３３

０．３７

１．７８

１．０３

０．７１

１３９

０．５８

１２０

０．４８

０．５３

１．４５

０．５７

０．４４

０．４３

１．６３

１．５５

１．３４

１．３６

０５９

０２１

０．６９

０４５

１．７０

１．３０

９
４
７
５
５
０
１
３
６
１
８
３
７
３
４
６
８
０
４
２
１
９
０
６
９
７
３
０
９
５
９
４
８
９
０
２
１
２
９
５
４

０
１
１
６
０
０
８
８
１
５
２
０
１
２
１
２
２
７
２
７
２
３
７
７
９
３
２
３
４
９
３
２
６
３
４
８
３
８
６
３
５

●
●
●
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
●
●
●
■
Ｐ
●
●
？
●
●
℃
●
●
●
●
●
■
句
●
●
■
ｑ
■
■
■
■
■

６
４
９
８
０
１
６
５
０
６
２
４
３
７
０
３
８
５
１
５
７
９
０
８
８
１
５
３
２
８
８
３
１
０
９
８
５
３
５
戸
０
９

５
５
４
４
４
１
２
２
１

１
２
１

２
２
１
１

１
１
１
２

３
３
３
２
１
１
３
２

ｎ
．
４
割
４
呂
凸
４
４
・
く
り
』
０
４
坐
Ｏ
凸
Ｐ
０
Ｊ
４
ｊ
４
ｊ
４
ｎ
４
ｊ
４
４
岳
口
４
４
牡
４
姓
八
４
９
】
、
４
８
段
ｄ
４
ｎ
４
ｄ
４
ｄ
４
ｎ
ｂ
ｄ
４
Ａ
４
ｑ
Ｊ
ｎ
ｄ
４
弓
△
４
４
４
９
】
、
０
４
４
川
云
川
工
川
４

５
Ｆ
、
５
５
５
Ａ
：
４
月
Ｕ
５
ｄ
４
Ｆ
ｎ
Ｒ
Ｕ
５
５
５
５
Ｆ
、
５
５
５
５
戸
○
口
。
５
戸
。
５
５
４
４
５
５
５
ほ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
５
５
Ｆ
０
５
５
Ｆ
Ｄ
Ｆ
ｎ
Ｆ
Ｄ

＊：雌雄で有意差が見られなかった部位，＊＊：沖縄島および奄美大島で有意差が雌で見られた部位（p＜

0.0001)，＊*＊：沖縄島および奄美大島で有意差が雄で見られた部位(p＜0.0001)．

2．主成分分析

主成分分析では，まず沖縄島産および奄美大鳥産のマングースを雌雄別に分析した．両島産の雌

雄とも第１主成分の固有値は10以上，寄与率は80％以上であった．第１主成分は，両島産の雌雄と
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表3．奄美大島で捕獲したマングースの頭蓋骨および下顎骨の各計測部位の基本統計量
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雌 雄
計測部位

平均標準偏差最小値最大値例数平均標準偏差股小値最大値例数

＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

■
１
．
Ｉ
Ｒ
Ｕ
の
岳
・
ｌ
Ｅ
Ｊ
４
剖
勺
１
戸
⑨
９
Ｊ
貝
Ｊ
』
０
川
卍
Ｆ
０
Ｐ
０
川
出
川
出
勺
Ⅱ
氏
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｆ
・
Ｆ
３
Ｒ
Ｊ
佇
Ｏ
Ｅ
Ｊ
４
段
川
壮
Ｒ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ｆ
ｎ
Ｒ
Ｊ
Ｆ
３
Ｆ
Ｄ
Ｐ
０
①
ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｒ
Ｊ
Ｐ
ｏ
Ｐ
Ｄ
』
」
０

９
』
の
昌
甘
１
９
ｓ
の
色
０
ソ
ロ
〉
、
乙
向
色
、
凸
、
色
、
色
、
色
⑰
色
？
』
Ｏ
』
⑥
鼻
の
２
，
色
⑪
凸
？
』
⑨
△
９
』
？
』
ワ
ニ
ｏ
』
の
△
、
可
Ｏ
』
の
△
句
△
つ
ど
呵
る
、
四
ワ
】
ｎ
色
０
白
ワ
凸
ワ
凸
向
色
、
色

口
１
８
１
９
１
曰
Ⅱ
■
１

勺
１
勺
１
■
１
■
１
■
１
利
１
９
１
利
１
■
１
利
１
曰
１
８
１
可
１
５
１
８
１
８
１
■
１
■
１
■
１
８
１
■
Ⅱ
口
１
■
１
■
Ⅱ
Ｂ
１
■
１
□
１
利
１
■
１
■
Ⅱ
１
１
利
１
■
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
ｎ
ｍ
Ｅ
ｕ
脂
肥
Ⅳ
田
畑
別
Ⅲ
塑
羽
劉
窃
配
町
躬
羽
釦
別
犯
羽
釧
弱
鋼
諏
犯
羽
扣
虹

呵
亜
皿
叫
恥
皿
、
皿
四
Ｍ
ｍ
”
皿
州
岬
呵
洲
舳
”
”
”
の
”
卵
、
岬
噸
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
哩
亟
廻
皿
皿
卵
岬
叫
、

59.70

58.66

54.59

1063

43.79

43.８８

１８８０

３０．３２

２１．７９

１８．１８

６．０９

４．７３

１３．７８

７．７６

２２．１９

１４．２６

８．９６

６．４３

２１．８２

２９．０５

１９．３５

１０．２０

１９．７７

１０．１７

１０．７７

１２．４０

１６．１０

１５.８４

２３．４９

９．４７

9.53

37.84

36.02

33.75

32.57

20.58

５９１

１５．３９

６．７２

３９．８４

３３．２０

６
３
０
８
８
２
７
１
６
５
５
０
８
９
２
９
１
１
２
８
５
３
７
７
５
５
８
９
７
２
６
８
７
７
３
３
３
９
２
０
１

０
０
１
５
６
８
３
５
８
６
２
２
４
３
８
３
３
３
５
８
２
６
６
６
０
５
５
５
５
４
４
５
４
４
３
６
２
７
４
６
４

●
■
■
■
の
匂
●
●
●
■
●
●
●
●
●
、
の
●
●
●
●
●
●
●
■
Ｇ
Ｂ
Ｂ
□
■
巳
●
白
。
●
●
●
■
●
●
●

２
２
２
０
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
１
１
１
１
０
０
０
０
１
１

53.63

52.58

48.34

９．１８

３８．７９

４０．２２

１４．６３

２６．３４

１９.１９

１６．５６

５．５７

４．３１

１２．４４

６．９４

２０．３０

１３．００

８０９

５．６７

２ｑ４７

２４７３

１６．７０

８．８３

１８．２１

８．７８

８．８０

１１．０８

１４．５５

１１．８７

２２．３０

８．２２

8.53

32.83

32.13

29.69

29.11

18.94

５．０７

１３．４４

５．７９

３５．３６

２８．６５

64.58

63.70

59.81

11.98

47.93

48.38

22.36

36.40

23.３９

１９．６７

６．７７

５．３２

１４．８７

８．５４

２３．８７

１５．２２

９．７３

７．２１

24.01

34.90

22.92

12.04

２１．２７

１２．０８

１３．０８

１３．５９

１７．３０

２０．４９

２５．４１

１０２３

１０.68

42.08

39.51

３７．４４

３５．６６

２２．２７

６．３４

１７．８４

８．１２

４４．２４

３７．０２

6４５８

６３．４６

５９．６９

11.61

47.88

47.82

20.27

32.98

23.１６

１９．０９

６．４７

４．９５

１４．７３

8.41

24.Ｍ

１５．１７

９．３１

６．４３

２３．１８

３１．７５

２０．８３

１１．０９

２１．１０

１１．２９

１１．０８

１３．４５

１７．４４

１６．９１

２４．８２

１０．１２

１００７

４１．４４

３９．２８

３６．８０

３５．４８

２１．６６

6.14

17.02

７．４９

４３．４８

３６．４３

2．８８

２．７３

２．９１

０．８４

２．２１

２．５３

１．５１

１．８０

０．８８

０．６９

０．２６

０．２２

０.７０

０．５７

１．１２

０．５０

０．３８

０．３４

０．５８

２．５５

１．５５

０．８０

０７５

０．８３

１．１５

０．７２

０．７８

１．４８

０．８９

０．４３

０．４８

２．１６

１９５

１８９

１７６

０．６９

０．２３

１．０１

０．６６

２．２１

１７４

０
０
３
６
８
５
６
４
３
２
７
９
２
３
４
２
８
１
２
３
７
４
７
７
２
３
１
８
５
１
７
６
３
７
７
３
１
４
４
９
８

８
３
３
８
９
４
２
８
６
１
６
２
９
６
４
９
６
７
８
６
６
６
６
１
５
４
４
１
６
８
６
３
９
１
１
８
－
０
８
０
７
２

●
ロ
●
●
●
●
白
①
●
Ｓ
●
白
●
●
印
●
■
巳
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●

６
６
２
９
１
１
６
７
０
７
５
４
２
６
０
３
７
５
１
６
７
９
８
９
８
’
一
。
３
２
８
８
６
３
２
１
９
５
４
６
７
１

５
５
５
４
４
１
２
２
１

１
２
１

２
２
１
１

１
１
１
２

３
３
３
３
１
１
３
３

70.89

68.71

65.70

13.62

51.66

53.62

23.44

36.06

25.24

２１．２１

７．０３

５．６６

１６．３５

９．７０

２７．４８

１６．７８

１０．２４

7.82

24.92

37.35

24.02

１３０３

２２．９０

１３．３０

１３．７７

１５．５６

１９．９４

１９．８０

２７．２０

１１．１６

11.04

45.51

43.69

４０．９４

３９．４０

２３．７３

６．６７

１９．１２

９．３０

４８．２９

40.09

３
３
３
６
２
１
８
４
９
７
９
９
８
８
９
７
７
８
９
９
９
９
９
８
９
９
８
１
８
９
９
９
９
９
９
７
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
６
５
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
６
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

＊

＊＊
＊
＊

＊：雌雄で有意差が見られなかった部位，＊＊ｇ沖縄島および奄美大島で有意差が雌で見られた部位（p＜
0.0001)，＊*＊：沖縄島および奄美大島で有意差が雄で見られた部位（p＜0.0001)．

もにCBL,ＺＷおよびＭＬが共通して大きく，P4L,１０，ＣＷおよびＭｌＬもほとんど違いはなか

った（図２，３）．次に，沖縄島産，奄美大島産およびPocock（1937,1941）が記載した４種の

H2Zpesles属を個別に分析した（図４）．両島産および４種のＨビノpaF2巴s属とも第１主成分の固有値
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奄美大鳥産

ＣＢＬ

沖縄島産

ＣＢＬ

麹 麹P4L Ｐ４ＬＭ

1０ 1０

Ｈ・javzmjcus

CBL

Ｈ･ｓｍｉｔｈｉｉ

ＣＢＬ

,!|M／P。
灘鬮蕊

P4LＰ４Ｌ ＭＭ

'○1０

Ｈ・edwzIrdsiiHLfUscus

CBL ＣＢＬ

llllV。
P4LP4L

1０1０

図4．主成分分析で得られた沖縄島産Ｈｊｍ'α"ic澱３，奄美大島産HhjJwz"jc噸および生PpGs嫁

属４種（Pocock,1937）の第１主成分．

が19以上，寄与率は80％以上を示した．第１主成分は，両島産ともに先述と同様CBL,ＺＷおよ

びＭＬが共通して大きく，P4L,１０，ＣＷおよびＭｌＬも産地や種による顕著な違いはなかった．

ＰＣは，沖縄島産および奄美大島産が他の４種より小さく，Ｈｂｊｍノロ"jc妬もわずかにＨ”姉ﾉﾉお

よびＨ/iJscz4Fにくらべ小さかった．さらに，沖縄島産と奄美大島産および４種のＨどﾉｶﾞﾌaFZ己F属を

あわせた散布図を，雌雄別に（雄；、＝354,雌ｉｎ＝177）作成し，両主成分の雌雄各個体ごとの

主成分スコアを比較すると沖縄島産，奄美大島産および丘ノlJwz"ｊｍｓはほぼ同じ場所に位置し，

丘ねwmjcz4F以外の３種のＨ巴'p“raF属は，両島産およびＨ・mwJ"た"ｓと異なる場所に位置した

(図５)．なお，第１主成分と第２主成分の固有値は，雌ではそれぞれ80.61と1.64,雄では74.76と

2.30,累積寄与率は雌雄ともに98％を示した．
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図５．沖縄島産Ｈ･ノｍｗ趣s，奄美大島産狂ノ､'α"た”および臼忽、BSF“属４種（Pocock，
1937）の個体ごとの第１主成分および第２主成分（ｘ：沖縄島塵，□：奄美大鳥産，●：Ｈ
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図６．沖縄島産矼ノawz"iczdsの183頭，奄美大島産Ｈ､/m'α"、J恵の125頭および雄mGF“属４
種（Pocock，1937,1941）の雄の頭骨の８計測部位のクラスター分析によるデンドログラム
(a)．頭骨の８計測部位に外部形態計測値を加味したクラスター分析によるデンドログラム
(b)．

クラスター分析3．

頭骨の８形質を用いたクラスター分析の結果を図６ａに示した．両島産およびPocock（1937,

1941）が記載した４種は，沖縄島産，奄美大島産ならびに曰･ノ､ﾉ“ｊｍｓのグループとHsmirh"，
ｆｆ／iJsczJsおよびＨｅｄＭｍ２Ｆｉｊのグループに大別され，沖縄島産と奄美大島産が最も近傍に位置し

た．また，頭骨計測値に外部形態計測値を加味して分析を行った場合は，沖縄島産とＨノdJwm施姻
が最も近い位置となり，次いで奄美大島産が位置した（図６ｂ)．
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察考

主成分分析では沖縄島産と奄美大島産のマングースは雌雄ともに極めて類似した傾向を示し（図

２，３），また，雌雄をまとめて分析した場合，両島のマングースは，第１主成分のＰＯが他の７

形質に較べて相対的に低く，Ｈノ､'α"ｊｍｓに最も類似した各固有ベクトルを示した（図４）．さら

に，各個体ごとの第１主成分と第２主成分の散布図（図５）でも，沖縄島産と奄美大島産は，Ｈ

ｊｍﾉﾛ"ｊｍｓと重複した分布を示し，沖縄島のマングースあるいは両島のマングースをＨノ､ﾉα"jc“

とした見解（阿部，1991,1993ｂ；小倉ほか，1998）を支持する結果が得られた．

頭骨の８形質を用いたクラスター分析では，両島産のマングースとPocock（1937,1941）が記

載した４種の匪噸“ZeF属は２つのクラスターに大別され，このうち沖縄島産と奄美大島産はＨＢ

ｍｗＪ"ｊＣＨｓとともに同一クラスターに位置した（図６a)．外部形態計測値を加味して行った解析で

は，頭骨の８形質のみを用いた場合と同様にクラスターは二分されたが，沖縄島産の最も近傍には

ＨＬｊｍｗｊｃｚｲsが位置し，次いで奄美大島産が位置した（図６ｂ)．両方法のクラスター解析におい

て，沖縄島産，奄美大島産およびＬＬノロwm花妬のクラスター内の位置関係には相違がみられたが，

主成分分析の結果と同様に，両島のマングースは，これまでの本種の分類（阿部，1991,1993ｂ；

小倉ほか，１９９８；関口ほか，2001）を支持する結論を得た．

奄美大島産に移入されたマングースの由来については不明の点が多いが，阿部（1991,1993b）

により丘ノ､'α"jc“であることが外部形態と頭骨形態の両面からこれまでに示唆されており，今

回の頭骨形態の検討でも阿部（1991,1993b）の見解と同様の結論が得られた．加えて今回の頭骨

の８形質の糸を用いたクラスター分析では，Ｈ/nwz"jCzｨ3のより内側に沖縄島産と奄美大島産が位

置し，両島産は極めて近い関係にあることが伺えた．また，mtDNAの比較による遺伝学的な分析

によっても沖縄島産と奄美大島産の塩基置換率は0％もしくは０１３％で，両島のマングースは極め

て近い位置にあることが確認されており（関口ほか，2001)，奄美大島のＨＢｍｗｍｉｃ”は，沖縄島

の個体群に由来するものと思われる．奄美大島産の移入に関して，高槻ら（1990）は，1950年頃の

目撃とその後1979年以降の目撃例を紹介しており，阿部（1991）は沖縄島から持ち込まれた可能性

が高いとしている．さらに学術記録ではないが，週刊大衆1958年９月22日号39頁には，＝毒蛇の血

闘，奄美大島のハブとマングース＝「これがマングースといって，日本にはいなくて，アメリカか

ら買ってきて，いま大島には20匹ぐらいいる」（原文）という記事があり，奄美大島のマングース

が,米軍統治下の沖縄島からハブとマングースの決闘ショーの目的で持ち込まれた可能性が伺える．

沖縄島および奄美大島のマングースの分類については，本論文の冒頭で述べたとおりの研究の流

れがあるが，今回の大量の駆除個体をもとにした，頭骨形態による種の同定の検討においても，沖

縄島と奄美大島のマングースはＨﾋﾞﾉﾇﾌaFresjawm正"sであり，これまでの研究結果（阿部，1991,

1993ｂ；小倉ほか，1998）を追認する結論を得た．さらに，阿部（1991,1993b）および小倉（1998）

が述べたように沖縄島産の原産地が英領印度カルカッタ（記者不明，1910a）あるいはガンジス河

口の三角州（岸田，1927）であったことを考慮すれば，両島のマングースはPocock（1937）の記

載にあるＨｅノア““ｊｍﾉﾛ"jczlsα"、p""αα“であると考えられる．
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ABSTRACT

Morphometry of Skulls and Statistical Verification of Mongoose (Herpestes javanicus)

on Okinawa and Amami Ohshima Islands

Yasuhiko Nagayama, Go Ogura and Yoshitsugu Kawashima

Laboratory of Subtropical Zoology, Faculty of Agriculture,
University of The Ryukyus, Okinawa 903-0213, Japan

In this study, we have statistical verified the skull morphometry of the mongoose (Herpestes
javanicus) found on Okinawa and Amami Ohshima Islands. The measurements reveal that the
skulls of the Okinawa mongoose were bigger than those of the Amami Ohshima mongoose. There
was obviously sexual dimorphism because most of the measurement found the male skulls to be
bigger than the female skulls. Principal components analysis showed strong resemblance between
Okinawa and Amami Ohshima mongooses. It has been suggested that mongooses on both islands
are of the conspcific, and they are most closely related to Herpestes javanicus. The hierarchical
cluster analysis also showed a similar result in principal components analysis. The morphometry of
skulls and the known historical fact that Okinawa mongoose was brought to the delta of the Ganges
River estuary, lead to the conclusion that Okinawa mongoose is most closely related to Herpestes
javanicus auropunctatus. This conclusion supports the views of Abe (1991 1993b), Ogura et at.
(1998) and Sekiguchi et at. (2001).

Key words: Herpestes, mongoose, skull, classification
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